
【放射線治療品質保証室とは】
近年の技術の発展により放射線治療分野において照射装置や照射技術が日々進化しています。
その結果、従来の照射法よりも腫瘍部に対しては集中的に照射が実現可能になりました。そのよう
な照射法を実現するためには、照射装置の機械的な精度管理や放射線治療計画装置の品質保証
が重要であり、専門的知識を有したものが担当する必要があります。

日々高い精度が要求される放射線治療現場の中で、栃木県立がんセンターの放射線治療品質保
証室には専門的知識を有する医学物理士や放射線治療品質管理士が常勤し、放射線治療医の立
案した治療計画が正確に実現できるように放射線治療の品質を保証するため業務をしています。

【主な業務内容】
外部放射線治療装置の精度管理・保証に関すること。
放射線治療計画画像取得装置の精度管理・保証に関すること。
放射線治療計画装置の精度管理・保証に関すること。
高精度放射線治療の精度管理・保証に関すること。
放射線治療機器の運用及び精度管理手順書の整備に関すること。
「放射線治療品質管理委員会」の開催及び報告に関すること。
放射線治療品質管理関連の教育及び研究に関すること。

朝：装置の立ち上げ作業と一日安全な放射線治療が
実現できるように装置の正常動作の確認、放射線の
出力量の確認を毎朝実施しています。

昼休み：治療成績に影響を及ぼしてしまう照射装置
の駆動箇所について、専用の測定機器を用いて1mm
以内の精度で誤差がないかを測定しています。

夕方：放射線治療医が作成した治療計画について、
照射装置が計画通りの放射線量を正しく照射できてい
るか確認しています。

【放射線治療品質管理日の設定】
毎月の最終水曜日の放射線治療業務を休止させていただき、精度管理プログラムに則り、
一日かけて照射装置の総合的な点検・調整作業を実施しています。当施設では2005年から
放射線治療品質管理日を設けて、安全な治療を提供できるように取り組んでいます。

【放射線治療品質保証室の一日の業務－放射線外部照射装置の精度管理項目－】
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放射線治療品質保証室は



全ての測定値で基準値±2％以内で良好でした 
 （-5％～+5％の範囲が試験の基準値です。） 
                           放射線治療品質保証室 

2018年3月 第三者機関による治療装置測定評価で合格しました 


